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上
三
川
町
の
北
東
部
に
位
置
す
る
西
木
代
と
東

汗
地
区
は
、
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
が
残
る
地
域

で
す
。
今
月
の
出
発
地
点
は
、
東
汗
の
満
願
寺
で

す
。
満
願
寺
の
入
り
口
に
そ
び
え
る
大
き
な
楼
門

は
、
江
戸
時
代
の
初
め
の
建
物
で
、
町
内
に
残
る

最
も
古
い
木
造
建
築
で
す
。
楼
門
を
く
ぐ
る
と
目

の
前
に
現
れ
る
薬
師
堂
も
、
江
戸
時
代
中
ご
ろ
に

建
て
ら
れ
た
建
物
で
す
。
満
願
寺
に
現
存
す
る
建

物
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
も
の
で
す
が
、
こ

こ
に
あ
る
多
く
の
仏
像
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉

時
代
に
か
け
て
の
重
要
な
も
の
で
す
。

平
安
時
代
の
末
に
製
作
さ
れ
た
仏
像
と
し
て
は
、

県
指
定
文
化
財
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
町
指
定
文

化
財
で
秘
仏
の
薬
師
如
来
坐
像
、
不
動
明
王
像
、

天
部
像
が
あ
り
ま
す
。
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
京

都
府
宇
治
市
に
あ
る
平
等
院
鳳
凰
堂
の
阿
弥
陀
像

に
代
表
さ
れ
る
定
朝
様（
じ
ょ
う
ち
ょ
う
よ
う
）の

特
徴
を
持
つ
非
常
に
美
し
い
仏
像
で
す
。
日
光
・

月
光
菩
薩
像
は
、
頭
髪
や
衣
文
の
特
徴
な
ど
か
ら
、

鎌
倉
時
代
の
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
仏
像
が

多
く
あ
る
満
願
寺
は
、
当
時
と
て
も
大
き
な
お
寺

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に

も
、町
内
最
大
級
の
江
戸
時
代
の
絵
馬
や
、栃
木
県

名
木
百
選
に
選
ば
れ
た
、
樹
齢
約
５
０
０
年
数
え

る
カ
ヤ
の
木
な
ど
、
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

満
願
寺
を
出
て
、
西
木
代
地
区
に
向
か
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
高
�
神
社
が
あ
る
塚
は
、
高
�
神
社

古
墳
と
い
う
６
世
紀
頃
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
長

い
時
間
が
過
ぎ
て
、
形
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
後
円
部
の
直
径
が
約
３７
ｍ
と
い
う
こ
と
が
、

発
掘
調
査
の
結
果
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
高
�
神
社

の
南
に
あ
る
薬
師
堂
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
建
て

ら
れ
た
三
間
堂
で
、
人
々
の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。

ま
た
こ
こ
に
あ
る
石
幢
（
せ
き
ど
う
）
は
、
石
灯

籠
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
石
塔
の
一
種
で
、
仏

像
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
町
内
で
も
数
少
な
い
貴
重

な
も
の
で
す
。

北
関
東
自
動
車
道
の
工
事
な
ど
で
、
こ
の
地
域

の
景
観
も
大

き
く
変
わ
っ

て
い
ま
す
が
、

古
墳
時
代
か

ら
江
戸
時
代

に
至
る
貴
重

な
文
化
財
に

触
れ
て
み
て

は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

き
っ
と
新
し

い
発
見
が
あ

る
と
思
い
ま

す
。

鬼
怒
川
沿
い
に
残
る
歴
史
遺

産
の
宝
庫
（
西
木
代
・
東
汗
）
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麦
秋
は
機
械
に
追
わ
れ
死
語
と
な
り

浜
野

正
男

親
の
来
る
ま
で
は
沈
黙
燕
の
子

大
八
木
喜
重
郎

パ
ノ
ラ
マ
の
ご
と
展
け
た
り
植
え
田
青

柳
田

石
村

き
ざ

小
さ
き
者
受
難
続
き
や
つ
ゆ
兆
す

伊
沢

静
香

せ
き

雷
雨
激
し
一
夜
に
村
の
大
堰
倒
し

蓬
田

四
方

あ
や
め
咲
く
五
橋
巡
り
の
竿
さ
ば
き

�
野
マ
ス
子

踏
ん
ば
っ
て
素
振
の
練
習
玉
の
汗

阿
部

信
子

こ
と
ほ

も
も

全
快
を
言
祝
ぐ
如
く
百
千
鳥

野
沢

花
枝

更
衣
カ
ラ
カ
ラ
鳴
す
素
足
下
駄

上
野
キ
ミ
エ

一
村
の
水
は
豊
か
に
遠
蛙

石
崎

節
子

２５ 広報かみのかわ １８．７．１


